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石 井 光：(論文）“Cooperative R&D between Vertically Related Firms with
 






大 澤 俊 一：(論文）「Effects of Capital Income Taxes and Corporate Financial
 
Policies」（学位論文，博士（経済学），北海道大学）2004年12月









久保田 義 弘：(論文）「生産技術の選択と社会的生産関数」札幌学院商経論集 第21巻
３・４合併号，2005年３月






佐々木 冠：(論文）Derived environment effect in the case marking system:a case
 
of the Mitsukaido dialect of Japanese.In Brian Nolan(ed.),RRG 2004
 













白 石 英 才：(著書）ガリーナ・ロークと共著『ニヴフ語音声資料３――プグスク――』
オランダ学術振興会（NWO）国際プロジェクト「ツンドラとタイガの声」
公刊物（音声CD一枚付き）2004年12月 発行所：オランダ学術振興会







：チェールド・デグラーフと共著“Capacity building for some endangered
 
languages of Russia:voiced from Tundra and Taiga”.Peter Austin編
Language documentation and description.ロンドン大学SOAS公刊物：
59-71。2005年３月 発行所：ロンドン大学SOAS
髙 懸 雄 治：(紹介）「メキシコ国立自治大学中央図書館」札幌学院大学図書館報『書林』
（電子版），第65号，2004年４月１日















三 木 敏 夫：(著書）『ASEAN先進経済論序説――マレーシア先進国への道』（単著）
㈱現代図書 2005年２月
：(論文など）The Present Management Situation of Japanese-related-
Companies in Malaysia,Discussion Paper of Faculty of Economics and
 
Business,Universiti Kebangsaan Malaysia.（2005年２月）





















児 玉 敏 一：(学会活動）第49回日本経営教育学会全国大会，自由論題司会担当，東洋
大学，2004年５月29日













佐々木 冠：(研究発表）Derived environment effect in the case marking system:a
 
case of the Mitsukaido dialect of Japanese.2004 International Role and
 





白 石 英 才：(研究発表）学会名：12th Manchester Phonology Meeting, 場所：マン
チェスター大学（英国) テーマ：〝Base-Identity and the Noun-Verb
 
Asymmetry in Nivkh" 主催団体：イギリス音韻論学会 2004年５月22
日
：(研究発表）学会名：TABU-day 場所：フローニンゲン大学（オランダ)
テーマ：〝On the asymmetry in the laryngeal contrast of Nivkh" 主催
団体：フローニンゲン大学認知科学センター（CLCG) 2004年６月４日
：(研究発表）研究会名：ULCL Phono-meeting 場所：ライデン大学（オラ
ンダ) テーマ：〝Asymmetric Specification in the Laryngeal Contrast
 
of Nivkh" 主催団体：ライデン大学文学部言語学科音韻論講座 2004年
12月２日
：(研究発表）研究会名：University of Groningen Phonology meeting 場
所：フローニンゲン大学（オランダ) テーマ：〝Asymmetric Specification
 
in the Laryngeal Contrast of Nivkh" 主催団体：フローニンゲン大学文
学部音韻研究会 2004年12月10日
：(研究発表）研究会名：ULCL Phono-meeting 場所：ライデン大学（オラ
ンダ) テーマ：〝Prominence-driven glide formation in Ainu" 主催団
体：ライデン大学文学部言語学科音韻論講座 2004年12月16日
：(研究発表）学会名：2nd Old World Conference on Phonology (OCP2),
場所：トロムソ大学（ノルウェー) テーマ：〝Asymmetric Specification
 
in the Laryngeal Contrast of Nivkh" 主催団体：OCP（欧州音韻論学
会) 2005年１月20日
：(研究発表）研究会名：ULCL Phono-meeting 場所：ライデン大学（オラ
ンダ) テーマ：〝Consonant Alternation in Nivkh" 主催団体：ライデ
ン大学文学部言語学科音韻論講座 2005年２月17日
：(研究発表）研究会名：University of Groningen Phonology meeting 場












髙 懸 雄 治：(講演）「燃えるラテンアメリカ――収奪の大地から変革の大地へ――」，
第６回SGUフォーラム，SGUホール，2004年９月28日























































：(講演）「Spa resorts in Hokkaido」，Spa Symposium, Chiang Mai，
Thailand 25?Dec.2004
谷 沢 弘 毅：(研究発表）「戦間期家計調査における就業分類の変遷――東京圏低所得労
働市場のイメージ構築」2005年１月24日に，一橋大学経済研究所で開催さ
れた「第38回統計制度研究会」（21世紀COE Hi-Statセミナ ・ーシリーズ）
― ―80
において発表
：(研究発表）「戦間期東京圏の低所得労働市場：イメージの再構築」2004年
12月25日に，東京経済大学で開催された「第３回日中経済研究会」におい
て発表
：(研究発表）「戦後日本の地域振興と北海道――大規模港湾開発にともなう
苫小牧市の都市形成とその課題」2004年８月30日，北海道大学で開催され
た日本建築学会大会の都市計画部門懇談会『北海道の都市形成と再生・再
編』において発表
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